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５月下旬は学校二学期制が導入されたことで、秋と並ぶ運動会のシーズン
になっています。
初夏の日差しがすがすがしい５月２６日�、市内の小学校で春の大運動会が

開催されました。（学校によっては、秋に大運動会を開催するところもあり
ます）写真の南小学校でも、子どもたちが声援を受けながら、徒競走や騎馬
戦、綱引きなどを楽しそうに競技していました。

CONTENTS［もくじ］初初夏夏のの日日差差ししをを受受けけななががらら
～～春春のの大大運運動動会会～～



 那那
須須
塩塩
原原
駅駅
西西
口口
土土
地地
区区
画画
整整
理理
地地
内内
のの

宅宅
地地（（
保保
留留
地地
））をを
公公
売売
しし
まま
すす

現
在
、
区
画
整
理
を
進
め
て
い
る

那
須
塩
原
駅
西
口
周
辺
の
宅
地
（
保

留
地
）
を
公
売
し
ま
す
。

公
売
す
る
宅
地
は
、
い
ず
れ
も
那

須
塩
原
駅
か
ら
徒
歩
十
分
内
の
上
下

水
道
接
続
可
能
な
三
区
画
で
す
。

申
込
資
格

土
地
売
買
契
約
か
ら
十
年
以
内
に

自
分
の
住
居
ま
た
は
業
務
用
の
建

物
を
建
築
す
る
人
な
ど

受
付
期
間

６
月
２７
日
�
〜
７
月
１１
日
�

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法

抽
せ
ん
参
加
申
込
書
に
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
区
画
整
理
課

へ
申
し
込
む

抽
せ
ん
日

７
月
１８
日
�

那須塩原駅北地区保留地公売箇所一覧 （注意：坪表示は３．３㎡／坪で計算）

問い合わせ
■本 下水道課
�（６２）７１６８

■西 下水道課
�（３７）５１１０

■塩 建設課
�（３２）２０００

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁（黒磯） ■西…西那須野支所 ■塩…塩原支所
�・FAX…電話番号・ファックス（市外局番０２８７は省略しています） …電子メール ■HP…ホームページアドレス

７月２日�は下水道事業受益者負担金の納期限日です
下水道受益者負担金は、下水道の整備が完了した地域の土地所有者などの皆
さんから、下水道建設事業費の一部として納めていただくものです。
■納付方法 一括納付 全額を１回で納付する方法です

分割納付 年４回（５年間）にわたり納付する方法です
■前納報奨金 一括納付 前納する納期数に応じた割合によって、報奨金が交

付されます
分割納付 分割納付では報奨金制度は該当しません。ただし、

分割納付をしていた人が残りの分を一括で納めるこ
とができます
※納付する場合は前納する納期数に応じた報奨金が
つきます。

■口座振替への変更 今まで現金で納付していた人も、口座振替に変更する
ことができます

※報奨金の計算や納付書の再発行が必要な人は、問い合わせてください。

容積率
（建ぺい率）

２００％
（８０％）

２００％
（６０％）

２００％
（６０％）

用途地域

近隣商業地域

第１種中高層
住居専用地域

第１種中高層
住居専用地域

公売価格

２６，９８８，８７３円

１２，２８０，３２０円

１２，５８９，７４１円

単価／㎡
（坪単価）

５７，３００円／㎡
（１８９，０９０円／坪）

４８，０００円／㎡
（１５８，４００円／坪）

４９，３００円／㎡
（１６２，６９０円／坪）

面積

４７１．０１㎡
（約１４２坪）

２５５．８４㎡
（約７７坪）

２５５．３７㎡
（約７７坪）

番号

�

�

�

申し込み・問い合わせ 那須塩原市大原間西一丁目１１－１０ 区画整理課 �（６５）１１１１

２



平成２０年度採用 市役所・消防職員募集
■那須塩原市職員

■消防組合職員

申込方法・期間、試験日、問い合わせなど

申込方法
本庁（黒磯）および各支所総務課、箒根出張所
にある試験申込書に必要事項を記入し、下記申
込先へ持参または郵送（申込書は市のホームペ
ージからもダウンロードできます）

申込期間
７月２日�～３１日�（土・日曜、祝日を除く）
午前８時３０分～午後５時３０分

※郵送の場合は、７月３１日�までの消印有効。
試験日 ９月１６日�
会 場 県立大田原高等学校
※二次試験の日程・会場は一次試験の際に発表します。
申し込み・問い合わせ
〒３２５－８５０１ 那須塩原市共墾社１０８番地２
那須塩原市役所総務課人事研修係
�（６２）７１７６
■HP http : //www.city.nasushiobara.lg.jp

応募資格

昭和５５年４月２日から平成２年４月１日までに生ま
れた人で、高等学校卒業（平成２０年３月卒業見込み
者を含む）程度以上の学力を有する人

自力で通勤することができ、かつ、介助者なしに職
務の遂行が可能な人で、次のすべての要件を満たす
人
�昭和５２年４月２日から平成２年４月１日までに生
まれた人で、高等学校卒業（平成２０年３月卒業見
込み者を含む）程度以上の学力を有する人

�身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が
１級から４級までの人

�活字印刷文（文字の大きさは１０ポイント程度）に
よる出題に対応できる人

昭和４７年４月２日以降に生まれた人で、１級建築士
の免許を有している人

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、保健師の免
許を有している人、または平成１９年度の国家試験で
当該免許を取得する見込みの人

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格
を有している人、または平成２０年３月３１日までに保
育士資格取得見込みの人

職種（人数）

一般事務Ａ
（１０人程度）

一般事務Ｂ
（若干名）

建築技師
（若干名）

保健師
（若干名）

保育士
（若干名）

申込方法・期間、試験日、問い合わせなど

申込方法 消防本部総務課、那須消防署、板室分署、湯本分署にある
試験申込書に必要事項を記入し、下記申込先へ持参または郵送

※郵送で試験申込書を請求する場合は、封筒の表に「試験案内請求」
と朱書きし、８０円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒（長３号）
を必ず同封してください。

申込期間
７月 ２日�～３１日�（土・日曜、祝日を除く）午前８時３０分～午後５時３０分

※郵送の場合は、７月３１日�までの消印有効。
試験日 ９月１６日�
会 場 県立大田原高等学校
申し込み・問い合わせ
〒３２５－００２５ 那須塩原市下厚崎２６４番地
黒磯那須消防組合消防本部総務課人事係
�（６２）０８６３

申込方法 消防本部総務課、西那須野・塩原・黒羽・湯津上の各分署に
ある試験申込書に必要事項を記入し、下記申込先へ持参または郵送

※郵送で試験申込書を請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込用
紙請求」と朱書きし、８０円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒
（長３号）を同封してください。（申込書は組合のホームページから
もダウンロードできます）

申込期間
７月 ２日�～３１日�（土・日曜、祝日を除く）午前８時３０分～午後５時３０分

※郵送の場合は、７月３１日�までの消印有効。
試験日 ９月１６日�
会 場 県立大田原高等学校
申し込み・問い合わせ
〒３２４－００５２ 大田原市城山２丁目１６番１号
大田原地区広域消防組合消防本部総務課庶務人事係
�０２８７（２２）３００４
■HP http : //www.fire119-ohtawara.jp/top.htm1

応募資格

昭和５８年４月２日から平成
２年４月１日までに生まれ
た人で、高等学校卒業（平
成２０年３月卒業見込み者を
含む）程度以上の学力を有
する人
※消防職員は、災害現場で
の活動に従事するため、
身体的基準（身長・体重・
視力・色覚・聴力）があ
ります。

※採用された場合には、黒
磯那須消防組合管内に居
住できる人。

昭和５８年４月２日から平成
２年４月１日までに生まれ
た人で、高等学校卒業（平
成２０年３月卒業見込み者を
含む）程度以上の学力を有
する人
※採用された場合には、大
田原地区広域消防組合管
内に居住できる人。
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最近の携帯電話は位置確認や防犯ブザーなどの機能を備え
たものがあり、便利さと安全を求め、子どもに持たせる家庭
も増えています。しかし「持たせておけば安心」ではありま
せん。
好奇心旺盛な子どもが自室に携帯を持ち込み、知らない人
からのメールに返信し、個人情報などを伝えてしまい脅され
るケースや、危険性を意識しないうちに悪質サイトに入って
しまい、高額な料金請求をされるなどの相談が、小・中学生
の保護者から寄せられています。
安全に使用するには、親子で対策を講ずることが大切です。

■具体的なルールをつくる
�午後９時以降は居間に携帯電話を置かせる
�知らない番号からの電話に応答させない
�無料ダウンロード、プレゼントなどのサイトにむやみに個
人情報を登録させない
親がルールを決め、子どもに一方的に押し付けても効果は
期待できません。なぜルールが必要なのか子どもとよく話し
合い、責任を持たせるルールづくりが望まれます。
ルールを破ったときの対処も必要ですが、頭ごなしに叱り
つけないことが大切です。一方的に叱ると、子どもは一層親
に隠れて携帯を使うようになるからです。

■無駄遣いを防ぐ
�あらかじめ決めた料金を超えると発信できない上限設定を
する
�携帯やパソコンで子どもと一緒に料金を調べる
�お金を払う痛みを理解させるため、子どもと一緒にコンビ
ニや銀行窓口で払う
料金を口座から自動引き落としせず、親子でチェックする
ことは効果があります。

■機能を有効に活用する
�迷惑メール・迷惑電話は、電話機に設定してある着信拒否
機能で防ぐ
�問題サイトへの接続を制限する
販売店で申し込む「フィルタリングサービス」（無料）の利
用も有効です。アダルトサイトなどに接続できなくする方
法と、子どもの年齢別に学習やニュース、ゲームなど携帯
電話会社お勧めのサイトだけが閲覧できる方法があります。
小・中学生の携帯トラブルに特効薬はありません。親は最
初のうちは手間を惜しまず、子どもが慣れるまで利用状況を
チェックし続けることです。

巡回相談日が５月から変更になりました
◎西那須野支所 第２・第４金曜
◎ハロープラザ 第３木曜
※時間は、いずれも午前１０時～午後３時。
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子どもに携帯電話を持たせるときには
親子で安全対策を

消費生活センター �（６３）７９００
（開設時間：平日の午前８時３０分～午後５時）

※消費生活センターは「消費者個人」と「事業者」との
間のトラブルに関する相談を受け付けています。
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第２４回西那須野ふれあいまつり

疏疏水水パパーークク
フフェェススタタ・・夏夏

と き ７月２７日� 午前１１時～午後７時（雨天決行）
ところ 疏水パーク
内 容 キャラクターショー、抽選会など、盛りだくさん！

※小さいお子さんは、必ず保護者同伴で来てください

と き ７月２８日� 午後３時～９時３０分
※雨天予備日：７月２９日�の同時間帯

ところ ＪＲ西那須野駅前通り、ＪＲ西那須野駅前公園通り、桜
通り、要町通りに囲まれた地域

内 容 小学校鼓笛隊、遅沢ばやし山車、仮装大会、疏水レース
那須野が原疏水太鼓、自主イベント、流し踊りなど多彩
なイベントで盛り上げます

本本 祭祭

!!集募者加参
仮仮装装大大会会 出出場場者者
目指せグランプリ！
優勝賞金１５万円は、
あなたの手に！？
申込期限
７月６日�

ふふれれああいいみみここしし 担担ぎぎ手手
一緒にみこしを担いでみませんか！
参加申し込みは、グループ、個人、男女を問いません。
気軽に申し込んでください。

自自主主イイベベンントト参参加加者者
原則として、西那須野地区内
の団体などによる、楽しい自
主イベントを募集いたします。
こんなイベントやっていいの
かな？…まずは、問い合わせ
てみてください。
申込期限 ７月６日�

流流しし踊踊りり 出出場場団団体体
９人以上のグループで申
し込んでください。
とことん踊りましょう！
申込期限
７月３日�

第第６６回回 疏疏水水レレーースス出出場場者者
三人一組で、石運び・丸
太引き・水汲みなどを行
い、ゴールを目指します。
小中学生の部、一般の部
に分けて実施します。
豪華賞品多数！！

申し込み・問い合わせ
ふれあいまつり実行委員会事務局 ■西 商工観光課（庁舎２階窓口２３番）�（３６）１１１１（内線２１２）

申し込み・問い合わせ
ふれあいまつりみこし実行委員会事務局
■西 都市計画課内 鈴木（庁舎２階窓口２８番） �（３６）１１１１（内線２７０）

申し込み・問い合わせ
ふれあいまつり自主イベント実行委員会事務局 西那須野商工会 �（３６）０６９７
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第１回自然体験塾開催 ～紙ヒコーキつくり～

５月１９日�、三島神社境内で今年一番目となる自然体験塾が行われました。

自然体験塾は子どもも大人も一緒になって休日を楽しんでもらおうと、さまざまな遊びをテーマに６年前から

実施されていて、この日も「よく飛ぶ紙ヒコーキ」をボランティアから指導を受けながら製作。参加者たちはう

れしそうに、できあがった紙ヒコーキを大空に向けて飛ばしていました。

ニッコウキスゲを黒磯駅前に
植栽

黒磯観光協会では、７月２０日�まで「ニッコウキ

スゲキャンペーン」を今年も開催中です。

５月１９日�には、地域を活かした魅力ある観光地

づくりを推進するため、ＪＲ黒磯駅前広場を中心に、

ニッコウキスゲの園芸種であるヘメロカリスの苗

１，０００株を植栽しました。

ぼたんの花、色鮮やかに
～ぼたんまつり～ 市

内
全
域
で

春
の
市
民
一
斉
美
化
運
動
を
実
施

５月８日�から３１日�まで、塩原温泉にある

妙雲寺でぼたんまつりが行われました。境内の

ぼたん園には赤・桃・白・黄の多くのぼたんが

咲き乱れ、訪れた多くの観光客の目を楽しませ

ていました。

春の市民一斉美化運動が５月２０日�に西那須

野地区、５月２７日�に黒磯地区と塩原地区で行

われました。

一斉美化運動に参加した市民の皆さんの協力

で、道路わきなどに捨てられていた空き缶・空

きビンやごみなどを一掃することができました。

よ
く
飛
ぶ
か
な
？

あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。
秘書課 �（62）7109

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
す

６
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◇
◇
◇
◇

自然の神秘を体験
～エゾハルゼミの羽化～

田んぼの学校で田植え体験
５月１９日�に太夫塚公民館隣の水田で田んぼの学校

が行われました。

この催しは太夫塚地区で実施している「三世代交流

事業」の一環として行われ、那須野ヶ原土地改良区連

合（水土里ネット那須野ヶ原）が支援し毎年実施して

いるものです。

子供たちは五月晴れの中、裸足で田んぼに入り、地

元農家の皆さん（あわしま会）の指導を受けながら田

植えを行っていました。

５月２６日�、塩原奥地にある大沼自然公園で塩原ビ

ジターセンター主催の自然観察会が行われました。

この日は市内外から約３０人が参加。事前に、講師か

ら今回観察するエゾハルゼミについての説明を受けた

後、夜の静寂につつまれた大沼へ移動すると、大沼で

はすでにエゾハルゼミの羽化が始まっていて、参加者

たちは注意深く自然の神秘を観察していました。

父の日には牛乳（ちち）を
贈ろう！
キャンペーン

さなぶりまつり開催
５月２７日�、アグリパル塩原でさなぶりまつりが

開催されました。

「さなぶり」とは、豊作を願い田植えの労をねぎ

らう目的で行われている行事で、毎年田植えが一段

落した五月下旬に行われます。この日も地元商店街

による模擬店や、お囃子や民謡の演奏、田植えに関

連したミニゲームなどが行われ、訪れた人たちを楽

しませていました。

５月２５日�、栃木県酪農青年女性会議の皆さんが、

父の日には牛乳（ちち）を贈ろう！全国キャンペー

ンの一環で、市役所を訪れ、栗川市長に地元の牛乳

を贈りました。

この活動は、骨粗しょう症予防やリラックス効果

のある牛乳を飲んで、いつも素敵なお父さんでいて

ほしいと、父の日に牛乳を贈ろうというものです。

キャンペーンは、５月１３日�「母の日」から６月１７

日�「父の日」まで行われました。

関
谷
子
ど
も
囃
子
の
演
奏

７



犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
、
犬
の
正
し
い
飼
い
方

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

飼
い
主
は
、
犬
を
常
に
つ
な
ぎ

止
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。散

歩
の
と
き
に
道
路
・
公
園
で

放
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
散
歩
の
と
き
の
犬
の
フ

ン
は
飼
い
主
が
き
ち
ん
と
片
付
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
ご
ろ
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
が
で
き
な
い
飼
い
主
が

多
く
、
放
し
飼
い
や
フ
ン
の
た
め

に
困
っ
て
い
る
と
の
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
犬
の
正
し

い
飼
い
方
を
再
確
認
し
、
周
囲
の

こ
と
を
考
え
て
ル
ー
ル
を
き
ち
ん

と
守
り
ま
し
ょ
う
。

�
散
歩
は
必
ず
引
き
綱
を
使
い
、

犬
を
放
さ
な
い
こ
と

公
園
や
広
場
で
も
同
じ
で
す
。

餌
を
与
え
る
と
き
、
用
を
た
さ

せ
る
と
き
、
運
動
さ
せ
る
と
き

な
ど
、「
少
し
だ
け
…
」「
私
の

犬
は
大
丈
夫
」
と
犬
を
放
す
こ

と
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

犬
が
嫌
い
な
人
、
犬
が
怖
い
人

も
飼
い
主
の
皆
さ
ん
の
周
囲
で

生
活
し
て
い
ま
す
。

�
散
歩
の
と
き
の
犬
の
フ
ン
は
飼

い
主
が
必
ず
始
末
す
る
こ
と

散
歩
の
と
き
は
フ
ン
の
処
理
用

具
を
持
参
し
て
、
き
ち
ん
と
処

理
し
ま
し
ょ
う
。
尿
を
さ
せ
る

と
き
に
も
、
他
人
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

フ
ン
尿
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ

と
は
、
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る

環
境
を
不
衛
生
に
し
ま
す
。

�
昼
夜
を
問
わ
ず
絶
対
に
犬
を
放

さ
な
い
こ
と

放
れ
て
い
る
時
間
に
か
か
わ
ら

ず
、
犬
が
単
独
で
行
動
す
れ
ば

「
放
し
飼
い
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

■本
環
境
課

�（
６２
）７
１
４
２

■西
生
活
環
境
課�（

３７
）５
１
０
４

■塩
生
活
環
境
課�（

３２
）２
９
３
９

夏
の
交
通
安
全
市
民
総

ぐ
る
み
運
動
を
実
施

期

間

７
月
１
日
�
〜
１０
日
�

こ
の
機
会
に
、
交
通
の
場
面
に

潜
む
事
故
の
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
に

つ
い
て
、
家
族
み
ん
な
で
考
え
、

市
民
一
人
一
人
の
心
が
け
で
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

�
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

高
齢
者
本
人
の
自
覚
と
と
も
に
、

家
族
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
で

考
え
、
気
を
配
り
「
子
ど
も
と

高
齢
者
に
優
し
い
交
通
社
会
」

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

�
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

�
飲
酒
・
無
謀
運
転
の
追
放

�
総
合
的
な
暴
走
族
対
策
の
推
進

こ
の
運
動
に
併
せ
て
「
那
須
塩
原

市
交
通
安
全
推
進
大
会
」
を
開
催

し
ま
す

と

き

６
月
３０
日
�

午
前
１０
時
か
ら

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内

容

交
通
安
全
講
話
、
市
立

南
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
演
奏

入
場
料

無
料

そ
の
他

詳
し
く
は
、
各
支
所
・

公
民
館
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ

を
見
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
７

■西
生
活
環
境
課�（

３７
）５
１
０
４

■塩
生
活
環
境
課�（

３２
）２
９
３
９

就
学
義
務
猶
予
免
除
者

な
ど
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

受
験
資
格

�
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る

者
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
で
あ
っ
た
者
で
、
平
成
２０
年

３
月
３１
日
ま
で
に
満
１５
歳
以
上

に
な
る
者

�
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
は
受
け
ず
、

か
つ
、
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま

で
に
満
１５
歳
以
上
に
達
す
る
者

で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で

に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と

文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
者

�
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で

平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
満

１５
歳
以
上
に
な
る
者

�
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
満

１６
歳
以
上
に
な
る
者
（
�
と
�

に
掲
げ
る
者
を
除
く
）

受
付
期
間

８
月
２４
日
�
〜
９
月
１１
日
�

（
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
１１
日

�
の
消
印
有
効
）

受
付
方
法

書
面
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
に
よ
り
文
部
科
学
省
に
提
出

試
験
日

１１
月
５
日
	

試
験
会
場

県
自
治
研
修
所
（
宇
都
宮
市
塙

田
一－

一－

二
〇
）

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

試
験
の
方
法

筆
記

※
特
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
場

合
は
、
別
途
協
議
す
る
。

合
格
発
表

１２
月
中
旬
（
予
定
）

問
い
合
わ
せ

県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員

課
総
務
担
当

�
０
２
８（
６
２
３
）３
３
９
１

お
知
ら
せ

８８



催
し

平
成
１９
年
度
前
期

消
防
設
備
士
試
験

受
付
期
間

７
月
２
日
�
〜
１３
日
�

試
験
日

９
月
２
日
�

試
験
会
場

県
立
宇
都
宮
工
業
高
等
学
校

（
宇
都
宮
市
京
町
九－

二
五
）

試
験
の
種
類

・
甲
種
（
特
類
、
第
一
類
〜
第
五

類
）

・
乙
種
（
第
一
類
〜
第
七
類
）

試
験
手
数
料

・
甲
種
五
千
円

・
乙
種
三
千
四
百
円

そ
の
他

受
験
案
内
お
よ
び
受
験
願
書
は
、

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
ま
た
は
大
田
原
地
区
広

域
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

に
置
い
て
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
２
０
‐
０
０
３
２

宇
都
宮
市
昭
和
一
―
二
―
一
六

（
県
自
治
会
館
一
階
）

�
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃

木
県
支
部

�
０
２
８（
６
２
４
）１
０
２
２

と
ち
ぎ
暮
ら
し

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

と

き

７
月
１８
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ホ

ー
ル（
宇
都
宮
市
本
町
一－

八
）

内

容

�
基
調
講
演

講
師

矢
崎

滋
氏
（
俳
優
で

栃
木
県
と
東
京
都
で
二
地
域
居

住
を
し
て
い
る
「
と
ち
ぎ
暮
ら

し
」
実
践
者
）

演
題
「
ボ
ク
の
役
者
人
生
、

そ
し
て
と
ち
ぎ
」

�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
団
塊
の
世
代
の
と

ち
ぎ
暮
ら
し
」

パ
ネ
ラ
ー

矢
崎

滋
氏
、
古

口
達
也
氏
（
茂
木
町
長
）
ほ
か

参
加
費

無
料

そ
の
他

次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
で

申
し
込
む
（
受
付
時
間
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
地
域
振
興
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
２
３
３

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

「
那
須
塩
原
あ
じ
さ
い

の
里
と
火
ま
つ
り
散
策
」

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
黒
磯
観
光
協
会

の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
那

須
塩
原
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。

一
緒
に
歩
い
て
、
黒
磯
の
み
ど

こ
ろ
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

と

き
６
月
２８
日
�

（
雨
天
決
行
）

受

付
午
前
９
時
〜
１１
時

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
那
須
塩
原
駅
西
口

参
加
費

無
料

コ
ー
ス

那
須
塩
原
駅
〜
東
那
須
野
公
園

〜
金
乗
院
〜
地
蔵
堂
〜
那
須
塩

原
駅
（
歩
行
距
離
約
六
キ
ロ
）

持
参
す
る
物

雨
具
・
昼
食
持
参

（
巻
狩
鍋
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

問
い
合
わ
せ

黒
磯
観
光
協
会
事
務
局
（
■本
商

工
観
光
課
内
）�（

６２
）７
１
５
５

那須塩原市男女共同参画推進条例制定記念
男女共同参画フォーラム 2007

ひと ひと

女と男ともに輝くまちづくり

市および市女性団体連絡協議会では、
男女共同参画を皆さんに分かりやすく、
楽しく理解してもらえるようフォーラ
ムを開催します。今年は「フォーラム」
と「遊びのひろば」を同時開催！大人
だけではなく、子どもも楽しむことが
できます。

と き ７月８日� 午後１時３０分から
ところ 三島ホール
内 容
◆講話「家族のピンチはチャンス！！」

せい こ

宇都宮文星短期大学 山口晢子教授
◆映画 「ダブルシフト ～パパの子育て奮闘記～」
ママは子育て８カ月目で疲労がたまりノイローゼに。「今度は
パパの番よ」と仕事に復帰してしまった。職場の事情で育児休
暇が取れない新米パパは大ピンチ！！ダブルシフトな毎日がパ
パを追い詰めていくのだが…。
◆遊びのひろば（託児もあります）
フォーラムに参加している間、ものづくりやレクレーションの
達人が子どもを楽しい遊びで預かります。（希望する人は６月
２９日�までに申し込む）
入場料 無料（ただし、整理券が必要です）
整理券配布場所
本庁生活課、西那須野支所および塩原支所生活環境課、
三島ホール

問い合わせ
■本 生活課 �（６２）７１２６
■西 生活環境課 �（３７）５１０４
■塩 生活環境課 �（３２）２９３９

９９

くく
らら
しし
のの
情情
報報



募
集

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
参
加
中
学
生
募
集

市
国
際
交
流
協
会
は
、
毎
年
、

中
学
生
を
対
象
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ゲ

ー
ム
や
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
、

英
語
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

と

き
８
月
９
日
�
〜
１０
日
�

と
こ
ろ

鳥
野
目
河
川
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
（
宿
泊
は
コ
テ
ー
ジ
）

対

象
市
内
の
中
学
生

定

員

先
着
三
十
人

参
加
費

三
千
円
（
食
事
代
・
傷

害
保
険
料
・
宿
泊
料
含
む
）

申
込
方
法

申
込
書
に
記
入
し
、
参
加
費
を

添
え
て
、
担
当
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
市

内
中
学
校
か
、
次
の
担
当
課
に

あ
り
ま
す
）

本
庁
生
活
課
、
西
那
須
野
支
所

生
活
環
境
課
、
塩
原
支
所
生
活

環
境
課

申
込
開
始

７
月
２
日
�
か
ら

問
い
合
わ
せ

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
■本

生
活
課
内
）

�（
６２
）７
１
２
６

栃
木
県
「
省
エ
ネ
チ
ャ

レ
ン
ジ
大
作
戦
」

参
加
者
募
集

７
月
〜
９
月
の
三
カ
月
間
の
う

ち
一
カ
月
間
の
電
気
使
用
量
な
ど

を
昨
年
の
同
月
よ
り
も
削
減
し
た

人
、
団
体
（
上
位
者
）
を
表
彰
し

ま
す（
賞
状
の
ほ
か
副
賞
を
交
付
）

対

象

県
民
お
よ
び
県
内
の
学

校
や
事
業
所

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限

７
月
３１
日
�

表

彰

�
家
庭
部
門
‥
上
位
の
家
庭
（
百

戸
を
上
限
）
に
対
し
て
「
省
エ

ネ
フ
ァ
ミ
リ
ー
優
秀
賞
」
と
副

賞
（
五
千
円
相
当
の
商
品
券
）

を
交
付

�
学
校
部
門
‥
最
優
秀
賞（
一
校
）、

優
秀
賞
（
二
校
）、
佳
作
（
五

校
以
内
）
へ
の
賞
状
と
副
賞

（
各
二
万
円
、一
万
円
、五
千
円

相
当
の
図
書
カ
ー
ド
）を
交
付

�
事
業
所
部
門
‥
最
優
秀
賞
（
一

事
業
所
）、
優
秀
賞
（
二
事
業

所
）、
佳
作
（
五
事
業
所
以
内
）

へ
の
賞
状
と
副
賞
（
各
五
万
円
、

三
万
円
、
一
万
円
相
当
の
商
品

券
）
を
交
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー

■HPhttp
://ho

m
ep
ag
e3.nifty.

co
m
/to
chio
nd
an/

�
０
２
８（
６
７
３
）９
１
０
１

自
衛
官
入
隊
者
募
集

自
衛
隊
で
は
７
・
８
月
入
隊
者

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

採
用
試
験
日

７
月
１４
日
	
、
８
月
４
日
	
の

二
日
間
い
ず
れ
か
一
日

※
試
験
会
場
は
宇
都
宮
市
で
す
。

応
募
資
格

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の

男
子

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
田
原
地
域
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
９
４
０

簡
易
郵
便
局

受
託
者
募
集

日
本
郵
政
公
社
は
市
内
鍋
掛
地

区
で
簡
易
郵
便
局
を
受
託
で
き
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

黒
磯
郵
便
局

�（
６２
）１
５
０
２

第
十
二
回
那
須
野
ふ
る
さ

と
花
火
大
会「
花
火
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
メ
イ
ツ
」募
集

那
須
野
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
を

多
く
の
人
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
花
火
大
会
の
顔
と
な
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

資

格

・
市
内
・
那
須
町
在
住
ま
た
は
在

職
の
二
十
歳
以
上
の
人

・
８
月
４
日
	
〜
５
日


の
二
日

間
都
合
の
つ
く
人

活
動
内
容

花
火
大
会
の
Ｐ
Ｒ
、
開
会
式
・

閉
会
式
の
サ
ポ
ー
ト
、
ア
ナ
ウ

ン
ス
（
サ
ポ
ー
ト
）
な
ど

応
募
方
法

那
須
野
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
事

務
局
（
黒
磯
商
工
会
内
）
に
あ

る
応
募
用
紙
（
ま
た
は
同
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ロ
ー
ド

も
可
）
に
必
要
事
項
を
明
記
の

う
え
郵
送
、
ま
た
は
直
接
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
書
類
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

選
考
方
法

書
類
選
考
の
う
え
選
出

※
合
格
者
の
み
後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
限

７
月
１０
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
２
５
‐
０
０
６
１

那
須
塩
原
市
末
広
町
六
四－

二

七

那
須
野
ふ
る
さ
と
花
火
大

会
事
務
局
（
黒
磯
商
工
会
内
）

■HPhttp
://w
w
w
.g
eo
cities.jp

/nasuno
_hanab

i/

�（
６２
）０
３
７
３

高
齢
者
向
け
特
定
有
料

賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

高
齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て
住

め
る
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

住
宅
名

レ
ク
ラ
ン
那
須
塩
原
（
那
須
塩

原
市
黒
磯
六
五
二－

一
）

構
造
・
間
取
り

耐
火
構
造
三
階
建
（
三
十
戸
）

入
居
者
負
担
額

二
万
三
千
円
〜
七
万
七
千
円

（
収
入
に
よ
り
家
賃
補
助
あ
り
）

敷

金
家
賃
の
三
カ
月
分

共
益
費

一
万
円

※
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
使
用
料
は

別
途
負
担
。

入
居
資
格

六
十
歳
以
上
の
単
身
ま
た
は
、

ど
ち
ら
か
が
六
十
歳
以
上
の
夫

婦
世
帯

問
い
合
わ
せ

県
住
宅
供
給
公
社
管
理
課

�
０
２
８（
６
２
２
）０
４
６
１

１０１０



普
通
救
命
講
習
会

黒
磯
那
須
消
防
組
合
で
は
、
普

通
救
命
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
経

験
の
有
無
を
問
い
ま
せ
ん
。
救
命

技
能
を
修
得
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

７
月
２８
日
�

午
前
９
時
〜
正
午

※
８
時
４０
分
か
ら
受
け
付
け
。

と
こ
ろ

厚
崎
公
民
館

対

象

市
民

定

員

三
十
人

講
習
内
容

�
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

�
大
出
血
時
の
止
血
法

�
気
道
異
物
の
除
去
法
な
ど

参
加
費

無
料

申
込
期
間

７
月
２
日
�
〜
２０
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
消
防
署
救
急
救
助
課

�（
６２
）７
０
１
１

板
室
分
署

�（
６９
）０
１
１
９

に
し
な
す
の
運
動
公
園

プ
ー
ル
夏
季
ア
ル
バ
イ

ト
募
集

募
集
人
数

若
干
名

募
集
期
間

６
月
２５
日
�
〜
７
月
６
日
�

対

象
十
八
歳
〜
六
十
歳
で
水
泳
が
で

き
る
人
（
高
校
生
を
除
く
）

面
接
日

７
月
１０
日
�

午
前
９
時
か
ら

面
接
場
所

市
施
設
振
興
公
社
事
務
所
（
に

し
な
す
の
運
動
公
園
内
）

勤
務
期
間

７
月
２０
日
�
〜
８
月
３１
日
�

勤
務
時
間

・
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５

分
・
午
後
０
時
１５
分
〜
９
時

※
週
四
十
時
間
以
内

職

種

プ
ー
ル
監
視
員

賃

金

時
給

七
百
六
十
円

休

日
毎
週
月
曜
、
そ
の
他
指
定
日

申
込
方
法

履
歴
書
に
写
真
を
添
付
し
、市
施

設
振
興
公
社
事
務
所（
に
し
な

す
の
運
動
公
園
内
）へ
直
接
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
市
施
設
振
興
公
社
施
設
管
理

担
当
西
那
須
野
地
区

�（
３６
）４
７
８
５

沼
ッ
原
湿
原
観
察
会

参
加
者
募
集

初
夏
の
沼
ッ
原
湿
原
の
自
然
を

観
察
し
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
す
。

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
咲
く
湿
原

で
さ
わ
や
か
な
と
き
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

と

き

７
月
１４
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
３
時

集
合
場
所

市
役
所
駐
車
場

定

員

先
着
二
十
人

参
加
費

五
百
円

講

師
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

申
込
開
始
日

６
月
２８
日
	

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時

※
土
・
日
曜
受
け
付
け
可
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

板
室
自
然
遊
学
セ
ン
タ
ー

�（
６９
）０
２
３
１

■ ■ 市 営 住 宅 入 居 者 募 集 ■ ■

受付期間 ７月２日�～６日� （午後５時３０分締め切り）
申し込み 申込書に必要書類を添えて、受付期間内に市営

住宅担当課のいずれかへ提出

・間取りが３ＤＫの場合は親族２人以上の世帯が対象です。
・稲村団地（２ＤＫ）と塩原福美団地は親族２人以上の世帯
のほか、単身世帯（配偶者がなく、昭和３１年４月１日以
前に生まれた人に限る）も入居できます。

※稲村団地（２ＤＫ）２戸のうち、１戸は単身世帯専用です。
・団地ごとの応募者が募集戸数を超えた場合は、抽選で入
居者を決定します。

・塩原福美団地は、風呂釜および浴槽が自己設置となりま
す。

問い合わせ

■本都市計画課 �（６２）７１６２
■西都市計画課 �（３７）５１１２
■塩建設課 �（３２）２０００

家賃（世帯の収
入により決定）

２０，０００円
～４５，７００円

１６，２００円
～３８，８００円

１６，８００円
～３８．４００円

１３，８００円
～３０，４００円

１１，１００円
～２４，５００円

間取り

３ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

戸数

２

２

２

１

２

構造

中層耐火
３階建て

中層耐火
４階建て

中層耐火
４階建て

中層耐火
４階建て

簡易耐火
２階建て

募集団地

稲村

稲村

若松

下厚崎

塩原福美

夏は、にしなすの運動公園プールの
料金が安くなります

期 間 ７月１日
～８月３１日�
料 金 一 般 ４００円→３００円

小中学生 １５０円→１００円
問い合わせ �市施設振興公社施設管理担
当西那須野地区 �（３６）４７８５

１１５，１０１人
６月１日現在（ ）内は前月との比較

男 ５７，１７０人（＋ ９）
女 ５７，９３１人（＋ ７１）
世帯 ４１，８０５戸（＋ ４４）
出生 １０３人／死亡 ６４人
転入 ４４１人／転出 ４００人

平成１７年国勢調査をもとに、算出しています

●６月の人口●

１１１１

くく
らら
しし
のの
情情
報報



夏
の
植
物
観
察
会

参
加
者
募
集

夏
を
迎
え
、
暑
い
陽
射
し
に
負

け
な
い
植
物
た
ち
を
観
察
し
に
出

か
け
ま
せ
ん
か
。

と

き

７
月
１４
日
�
午
前
９
時

〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

鳥
野
目
河
川
公
園
駐
車
場

対

象

市
民

定

員

先
着
二
十
人

参
加
費

無
料

講

師

酒
井
芳
男
氏
（
市
動
植

物
実
態
調
査
研
究
会
会
長
）

コ
ー
ス

鳥
野
目
河
川
公
園
〜
那

珂
川
河
畔
公
園

持
参
す
る
物

昼
食
・
雨
具

申
込
方
法

電
話
受
け
付
け
（
月

〜
金
曜
の
午
前
８
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■ ７月の水道当番指定工事業者 ■

●那須野が原公園「緑の相談所」催しもの 問い合わせ �（３６）１２２０

塩 原 地 区

�（０２８７）

（３７）８１６０

（３７）８１６０

（３５）２９３２

（３５）２９３２

（３５）２７１０

（３７）８１６０

（３５）２７１０

（３７）８１６０

（３７）８１６０

（３５）２９３２

鳥野目浄水場 �（６２）０２２９

指定工事事業者

�渡辺汽罐工業

�渡辺汽罐工業

�薄井設備

�薄井設備

�森設備

�渡辺汽罐工業

�森設備

�渡辺汽罐工業

�渡辺汽罐工業

�薄井設備

西那須野地区

�（０２８７）

（３６）１７７８

（３６）２８９７

（３７）０７４１

（３６）０１７９

（３６）２８９７

（３７）０７４１

（３６）０９４４

（３６）０１７９

（３６）０２７８

（３６）０９４４

千本松浄水場 �（３６）３１４５

指定工事事業者

昭和水道土木�

�手塚電設

�地熱工業

�小出熱機工業

�手塚電設

�地熱工業

�伸和設備工業

�小出熱機工業

中里工業�

�伸和設備工業

黒 磯 地 区

�（０２８７）

（６２）３５６５

（６２）１０５１

（６３）２６００

（６５）０２０５

（６４）２３０７

（６２）０８２１

（６５）４４１１

（６２）３６７９

（６５）１１５７

（６２）１２３１

鳥野目浄水場 �（６２）０２２９

指定工事事業者

�東日本設備工業

�薄井産業

�エムアイ設備コンサルタント

�磯設備工業

�小畑工業社

九峰工業�

関東設備工業�

�新成設備

�相馬機械設備工業

近代設備工業�

曜

日

土

日

土

日

月

土

日

土

日

夜 間

日

１

７

８

１４

１５

１６

２１

２２

２８

２９

行事内容

山野草などの石付けおよび草玉をつくる講座。
◆講師 那須山の花 吉田一雄氏
◆教材費３，５００円 ◆定員３５人 ◆申し込み 電話可

北アルプスや尾瀬などの高山植物の写真を展示します。
◆入場無料

涼風盆栽愛好会との共催による展示会で、暑さを感じさ
せない盆栽作品を多数展示します。山野草、盆栽の即売
品あり。 ◆入場無料

クワガタやカブトムシなど甲虫類を楽しく見られるよう
に展示します。子どもたちにおすすめです。◆入場無料

クワガタやカブトムシの生活のようすや飼育についてわ
かりやすく説明します。
◆講師 昆虫研究家 尾田治徳氏
◆受講無料 ◆定員５０人（小学生のみ）
◆申し込み 電話可

ところ

緑の相談所
講習室

緑の相談所
展示ホール

緑の相談所
講習室

と き

７月１日�

７月５日�～１１日�

７月１３日	～１６日


７月２０日	～２９日�

７月２２日�

行事名

山野草の石付け
および草玉づくり

高山植物写真展

涼風盆栽展

クワガタ・カブトム
シ類写真・標本展

クワガタ教室

次の指定工事業者が土・日曜、祝日の水道漏水当番店になっています。

※水道料金の支払いは、便利な口座振替をお勧めします。

７月３１日が納期限です

●固定資産税税
第２期

●国民健康保険税・
介護保険料 第１期

納税は便利な口座振替で

７月の納税

１２１２


